
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

(資料)内閣府「景気ウォッチャー調査」より作成。 

日本経済の景気先行きに対する景況感が、オミクロン株感染急拡大以前の 2021 年 12 月

段階ですでに悪化傾向を示している。現状に関する景況判断は、横ばいを維持しているも

のの 10 月以降先行き判断指数は家計・企業ともに低下している。1 月に入りオミクロン

株の感染拡大が顕在化しており、さらに先行きに対する不安感が高まってきている可能性

が強い。2021 年を通じて、景況感が揺れ動き続けており、経済体力自体への構造的影響

が懸念される。 
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朝日田コーポレーション 

●メールアドレス： info@sapporo-php.co.jp 

●ホーム ページ：http://www.sapporo-php.co.jp: 

 

 

 


